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　 日 本 で は 高 度 経 済 成 長 に 伴 い 地 方 各 地 か ら 都 市 へ の 人 口 流 出 に よ る 過 疎 化 と 高
齢 化 が 進 ん だ。 こ の 間、 こ の よ う な 流 れ に あ ら が い、 地 域 を 活 性 化 す る 一 手 段 と
し て ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 振 興 す る 動 き が 見 ら れ る。 Ｊ リ ー グ や 近 年 盛 り 上 が り を
見 せ て い る 日 本 プ ロ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル リ ー グ は そ の 好 例 で あ る。
　 本 論 文 で は 数 あ る ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 中 で も 全 日 本 ト ラ イ ア ス ロ ン 宮 古 島 大 会
に 焦 点 を あ て、 そ の 地 域 活 性 化 へ の 影 響 に つ い て 考 察 す る。 こ の 大 会 に 注 目 し た
理 由 は、 ト ラ イ ア ス ロ ン と い う 競 技 の 特 性 と 宮 古 島 の 地 理 環 境 に 絶 妙 な 相 性 が 認





　 日 本 で 「ス ポ ー ツ」 と い う 言 葉 が 使 わ れ る よ う に な っ た の は 1868 年 明 治 開 港
頃 か ら で あ る。1872 年 に ア メ リ カ 人 教 師、 ホ ー レ ス ・ ウ ィ ル ソ ン が ベ ー ス ボ ー
ル を 日 本 に 伝 え、1912 年 に は オ リ ン ピ ッ ク ス ト ッ ク ホ ル ム 大 会 に 日 本 選 手 が 初
め て 参 加 し た。1915 年 か ら は 現 在 の 夏 の 甲 子 園 大 会 の 基 と な る 大 会 が 始 ま っ
た。 日 本 で の ス ポ ー ツ は、「体 育」 と し て 体 操、 武 道 な ど が 明 治 以 降 の 学 校 教 育
で 行 わ れ て き た。 こ れ は 富 国 強 兵 や 兵 士 の 育 成 を 目 的 と し た も の で あ っ た （ 木
田 2013：51）。 そ の 後 1921 年、 日 本 プ ロ 野 球 (NPB) が 成 立 し た。 戦 後 に は 所 得、
自 由 時 間 の 増 加 に 伴 い、 ス ポ ー ツ の 多 様 な 意 義 が 見 出 さ れ る よ う に な り、 ス ポ ー
ツ 振 興 法 の 制 定、 ス ポ ー ツ 普 及 の 施 策 が 謳 わ れ た。 そ し て、1964 年 の 東 京 オ リ
ン ピ ッ ク を 契 機 に、 地 域、 社 会 で ス ポ ー ツ 活 動 が 盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ た。
平 成 23 年 制 定 の ス ポ ー ツ 基 本 法 で は、 ス ポ ー ツ が 心 身 の 健 康 保 持 や 地 域 社 会 の
再 生、 社 会 経 済 の 活 力 の 創 造 の 役 割 を 担 う と 述 べ ら れ て い る。
　 大 規 模 な ス ポ ー ツ イ ベ ン ト と し て は 1946 年 の 第 1 回 国 民 体 育 大 会 が 始 ま り で
あ る。 そ の 開 催 目 的 は 戦 災 復 興 で あ っ た。 そ の 後、 ス ポ ー ツ 普 及 の 機 運 が 盛 り 上
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が り、1964 年 の 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 開 催 に つ な が っ た。1990 年 代 に な る と、J リ ー
グ 発 足 が ス ポ ー ツ イ ベ ン ト に よ る 地 域 活 性 化 の 先 駆 け と な っ た。 そ し て 一 部 の ア
ス リ ー ト が 行 う も の を 一 般 市 民 が 見 る だ け の ス ポ ー ツ イ ベ ン ト に、 東 京 マ ラ ソ
ン の よ う に 一 般 市 民 が 参 加 す る 形 態 も 加 わ っ て い っ た （木 田 2013：51-52； 高 橋 
2012：48-49，51，53，59； 日 本 ス ポ ー ツ 社 会 学 会 2013：51）。
　
第 2 節　スポーツイベントの種類
　 ま ず、 ス ポ ー ツ 経 済 学 の 見 地 か ら ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 位 置 づ け る た め、 原 田 宗
彦 と 木 田 悟 に よ る 分 類 を 提 示 す る。
　 原 田 は ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 一 般 市 民 の 参 加 形 態、 大 会 規 模 に よ っ て 分 類 し て い
る。原 田 は 観 戦 型 の ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を「見 る ス ポ ー ツ イ ベ ン ト」、参 加 型 の ス ポ ー
ツ イ ベ ン ト を「す る ス ポ ー ツ イ ベ ン ト」と 定 義 し て い る（原 田 2002：56-59）。 一 方、
木 田 は 原 田 に よ る 分 類 に 対 し て、 主 催 者 側 に 協 力 し て 「支 え る」 の 要 素 を 加 え て
い る。








出 典：原 田 (2002)『ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 経 済 学 ― メ ガ イ ベ ン ト と モ ー ム チ ー ム が 都 市 を 変 え る』p.57,
　 　 堀 (2007)　『ス ポ ー ツ で 地 域 を つ く る』p.77 を 参 考 に 筆 者 が 作 成
　 以 上 か ら 本 論 文 で は ア ス リ ー ト だ け が ス ポ ー ツ を 行 う イ ベ ン ト を 「見 る ス ポ ー
ツ イ ベ ン ト」、 一 般 市 民 だ け、 も し く は ア ス リ ー ト と 一 緒 に ス ポ ー ツ を す る イ ベ
ン ト を 「す る ス ポ ー ツ イ ベ ン ト」 と 定 義 す る。 ま た ど ち ら に も 市 民 が 主 催 者 側 と
協 力 す る 「支 え る」 と い う 要 素 は 含 ま れ る と す る。
第 3 節　トライアスロン大会とは
　 ト ラ イ ア ス ロ ン と は、水 泳、自 転 車、ラ ン ニ ン グ の 3 種 目 を 連 続 し て 行 う ス ポ ー
ツ で あ る。「オ リ ン ピ ッ ク デ ィ ス タ ン ス」 と 呼 ば れ る、 ス イ ム 1.5㎞、 バ イ ク 40
㎞、ラ ン 10㎞、合 計 51.5㎞ が 世 界 選 手 権 を は じ め 多 く の 大 会 で 採 用 さ れ て い る（日
本 ト ラ イ ア ス ロ ン 連 合 2008）。
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　 日 本 で は 1981 年 に 鳥 取 で 最 初 の 大 会 が 開 催 さ れ た。2013 年 に は 290 大 会 が
開 催 さ れ、 愛 好 者 数 は 約 375,000 人 に も 上 り、 そ の 数 は 今 も な お 増 加 し て い る。
　 ト ラ イ ア ス ロ ン は 人 間 の 耐 久 性 を 競 う ス ポ ー ツ で あ り、 練 習 の 積 み 重 ね で 記 録
が 向 上 す る 点 が 魅 力 で あ る。 日 本 で の 愛 好 者 増 加 の 理 由 は こ の「耐 久 性 ス ポ ー ツ」
全 体 の 人 気 の 上 昇 が 考 え ら れ る。 第 2 節 の 分 類 に よ れ ば ト ラ イ ア ス ロ ン は 大 会 の
レ ベ ル に よ り、 ど の 分 類 に も 含 ま れ る と 言 え よ う。
第 2 章　地域活性化とは
第 1 節　地域活性化の概念
　 次 に、 先 行 研 究 を 参 照 し て 地 域 活 性 化 の 指 標 を 立 て る。 河 村 能 夫 は 「活 性 化」
を 「日 常 的 （routine） 行 為 に よ っ て 達 成 さ れ る 水 準 を 越 え る 付 加 価 値 を 達 成 す る
動 き」 と 定 義 し て お り、 地 域 活 性 化 に は 経 済 的 効 果 と 社 会 的 効 果 が あ る と 考 え て
い る （河 村 1994：24）。 本 論 文 で は こ の 河 村 の 定 義 を 採 用 し、 地 域 活 性 化 を 「停
滞 し て い る 社 会 の 現 状 を 打 破 し、 経 済 的 に も 社 会 的 に も 豊 か な 生 活 が 送 れ る よ う
に な る こ と」 と 規 定 す る。
第 2 節　地域活性化の指標～経済的効果～
　 経 済 的 効 果 と は、 数 値 で 捕 捉 で き る 経 済 面 で の 効 果 を 意 味 す る。 本 論 文 で は、
経 済 的 効 果 の 指 標 と し て 「経 済 波 及 効 果」 と 「社 会 基 盤 の 整 備」 を 採 用 す る。
　「経 済 波 及 効 果」 と は、 例 え ば イ ベ ン ト 開 催 に よ り 地 域 の 商 店 街 の 売 り 上 げ が
上 が る よ う に、 あ る 経 済 活 動 が 行 わ れ た 際 に、 他 の 経 済 活 動 が 誘 発 さ れ て い く
効 果 の こ と で あ る。 経 済 波 及 効 果 に は、(1) 新 規 需 要 に よ っ て 発 生 す る 生 産 の こ
と を い う 「直 接 効 果」、(2) 直 接 効 果 に よ っ て 新 た に 発 生 す る 生 産 誘 発 で あ る 「第
1 次 間 接 効 果」、(3) 直 接 効 果 ・ 第 1 次 間 接 効 果 に よ る 雇 用 者 所 得 が 消 費 に つ な が
り、 新 た な 生 産 が 誘 発 さ れ る 「第 2 次 間 接 効 果」 が あ る。（滋 賀 県 総 務 部 統 計 課 
2010：2）。 ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 場 合、 ア ン ケ ー ト 調 査 に よ っ て 参 加 者 が 大 会 参
加 中 に 使 っ た 費 用 に 関 す る デ ー タ を 収 集 す る た め、 い か に ア ン ケ ー ト の 回 収 率 を
上 げ る か が 重 要 と な る。
　 一 方、「社 会 基 盤 の 整 備」 と は、 ス ポ ー ツ イ ベ ン ト 開 催 に 伴 っ て 道 路 な ど の イ
ン フ ラ や、 医 療 と い っ た 社 会 サ ー ビ ス、 公 共 施 設 が 整 備 さ れ る こ と を 指 す。 こ れ
ら の 活 動 は 地 域 住 民 が 社 会 的 に 豊 か な 生 活 を 送 る こ と に 繋 が る た め、 地 域 活 性 化
の 経 済 効 果 と し て 捉 え ら れ る の で あ る。
第 3 節　地域活性化の指標～社会的効果～
　 社 会 的 効 果 と は、 金 銭 で 捉 え る こ と が 難 し い、 人 の 態 度、 関 係 性、 意 識 に 関 わ
る 効 果 の こ と で あ る （本 郷 2013：1）。 社 会 的 効 果 の 指 標 を 設 定 す る た め に、木 田、
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大 鋸 順、 田 島 良 輝 の 社 会 的 効 果 に 関 す る 研 究 を 参 照 し た。 そ の 結 果、 宮 古 島 の 事
例 分 析 に 適 切 で あ る と 思 わ れ る 社 会 的 効 果 の 要 素 と し て、「地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 形
成 効 果」「地 域 活 動 の 創 出」「地 域 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形 成」「地 域 情 報 の 発 信 力」
を 採 用 し、 大 会 開 催 に よ る 社 会 的 効 果 の 分 析 を 行 う こ と と す る。
第 3 章　全日本トライアスロン宮古島大会から見る地域活性化
第 1 節　トライアスロン宮古島大会の概要
　 大 会 開 催 の き っ か け は 1979 年 よ り 始 ま る。 宮 古 島 市 は 現 在 の 総 務 省 で あ る 自
治 省 か ら 地 域 活 性 化 推 進 地 域 の 指 定 を 受 け 新 た な 地 域 づ く り を 始 め た。1984 年、
琉 球 新 報 が ト ラ イ ア ス ロ ン 大 会 開 催 の 話 を 宮 古 テ レ ビ に 持 ち 掛 け、 ハ ワ イ の ト ラ
イ ア ス ロ ン 大 会 の 映 像 を 見 せ た。 ハ ワ イ は 観 光 と 農 業 の 島 と い う 点 が 宮 古 島 と 似
て い た た め、 ト ラ イ ア ス ロ ン 大 会 な ら ば、 起 伏 の 少 な い 地 形 と 宮 古 島 の 人 々 の ス
ポ ー ツ 好 き で 団 結 心 が 強 い 性 質 に マ ッ チ し、 個 性 的 な 地 域 開 発 が 可 能 だ と 考 え
た。 そ し て、 市 町 村、 体 育 協 会 ・ 陸 上 競 技 協 会 関 係 者、 婦 人 会、 医 師 会 な ど 多
く の 協 力 に よ り、1985 年、 第 1 回 大 会 が 開 催 さ れ た （ 亀 地 1991：40-41； 砂 川 
2006：43； 長 浜 2008：18； 山 田 1993：52-53，55-56）。
　
イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 概 要
　 本 論 文 の 執 筆 に あ た り、 宮 古 島 を 訪 問 し、 大 会 実 行 委 員 会 へ の 訪 問 （表 3.1）、
及 び 市 民 へ の イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た （表 3.2）。
　
表 3.1　 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 概 要 １ 　
月日 2015 年 11 月 18 日 ( 水 )14 時














表 3.2　 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 概 要 ２



















　 第 2 章 で 設 定 し た 地 域 活 性 化 の 指 標 を 用 い て、経 済 的 効 果 及 び 社 会 的 効 果 の 分
析 を し て い く。
　
経 済 波 及 効 果
　 選 手 に 対 す る ア ン ケ ー ト か ら 試 算 さ れ た 経 済 波 及 効 果 の う ち、 入 手 で き た
2006 年 か ら 2012 年 ま で を 分 析 す る。 ア ン ケ ー ト で は 島 内 で の 飲 食 費、 娯 楽 費
等 の デ ー タ が 取 ら れ て い る。
　 表 3.3 は、 お き ぎ ん 経 済 研 に よ っ て 試 算 さ れ た 各 大 会 の 経 済 波 及 効 果 で あ る。
各 大 会 で の 経 済 波 及 効 果 の 差 は、「参 加 者 規 模」 及 び 「県 外 参 加 者 の 人 数」 の 違
い に よ る と 考 え ら れ る。 ま た、NAHA マ ラ ソ ン な ど 沖 縄 県 内 の 他 の イ ベ ン ト と 比
較 す る と 同 大 会 の 乗 数 効 果 の 方 が 高 か っ た。 そ の 理 由 は、 同 大 会 で は 波 及 効 果 が
島 内 に 閉 じ 込 め ら れ る た め と 考 え ら れ る。
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社 会 基 盤 の 整 備
　1989 年、 日 本 ト ラ ン ス オ ー シ ャ ン 航 空 は 宮 古 ― 東 京 間 の 直 行 便 の 運 行 に 踏 み
切 っ た。 理 由 は、宮 古 群 島 6 市 町 村 の 要 請 と 大 会 に よ る 宮 古 島 の 知 名 度 の 増 加 が
考 え ら れ る。 ま た、 増 便 に よ っ て 観 光 客 増 加 の 効 果 が 宮 古 島 に も た ら さ れ た （亀
地 1991：44； 砂 川 2006：43）。
　 以 上 か ら 大 会 開 催 に よ る 地 域 経 済 へ の 効 果 は 大 き い と 言 え る。
第 3 節　社会的効果による分析
　 筆 者 が 行 っ た 関 係 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー は 限 ら れ た も の で あ っ た が、 以 下 の よ う
な 感 触 が 得 ら れ た。
　 イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 15 人 の う ち 11 人 が ト ラ イ ア ス ロ ン 大 会 が 好 き だ と 回
答 し た。 ま た 残 り 4 人 が 嫌 い で は な い ・ ど ち ら と も 言 え な い と い う 結 果 だ っ た。
ボ ラ ン テ ィ ア 経 験 が な い 人 ほ ど 嫌 い で は な い ・ ど ち ら と も 言 え な い と い う 回 答
だ っ た。 大 会 に よ っ て 地 域 活 性 化 が な さ れ て い る か ど う か に つ い て は 多 く の 人 が
活 性 化 が な さ れ て い る と 回 答 し た。 ま た 「宮 古 島 と 言 え ば ト ラ イ ア ス ロ ン」 と い
う 意 見 も 聞 く こ と が で き た。 地 域 住 民 の 多 く が 幼 い こ ろ か ら ボ ラ ン テ ィ ア と し て
大 会 に 参 加 し て い る た め、 大 会 に 対 し て 好 印 象 を 持 っ て い る よ う だ っ た。
　 以 上 と、 実 行 委 員 会 で 得 ら れ た デ ー タ を 総 合 し て、 社 会 的 効 果 の 四 つ の 要 素 に
ま と め た も の が 以 下 で あ る。
地 域 活 動 の 創 出
　 木 田 悟 に よ れ ば 「地 域 活 動」 と は 住 民 の 自 己 能 力 発 揮 機 会 を 意 味 す る。 宮 古 島
で は、 市 役 所 の 職 員、 学 生、 青 年 会 を 始 め、 約 5,000 人 が ボ ラ ン テ ィ ア と し て 大
会 に 関 与 し、 大 会 前 後 に 行 わ れ る 交 流 パ ー テ ィ ー に も 参 加 す る。 ま た、 大 会 に 選
手 と し て 参 加 す る 人 も い る。 よ っ て 地 域 活 動 を 創 出 し て い る と 言 え る。
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 効 果
　 木 田 に よ れ ば 「地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成」 と は イ ベ ン ト 開 催 地 と な っ た こ と を
活 か し た 活 動 を 地 域 の 人 々 が 行 う こ と で あ る。 前 述 の と お り、 地 元 ボ ラ ン テ ィ ア
規 模 は 5000 人 で あ り、 医 療 救 護 部 に お い て は 約 500 人 が 選 手 の 安 全 を 支 え て い
る。 大 会 で 形 成 さ れ た 医 療 救 護 部 は 大 会 以 外 で も 連 携 が 取 れ る 状 態 と な っ て い
る。
地 域 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形 成
　 木 田 に よ れ ば 「地 域 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ」 と は 地 域 を 誇 り に 思 う 意 識 を 意 味 す
る。31 年 に 渡 る 大 会 継 続 の 成 果 か ら、 宮 古 島 は 五 つ の 賞 を 受 賞 し て い る。 国 土
庁 か ら 「個 性 あ る 地 域 の 整 備 ・ 育 成 に 顕 著 な 功 績 が あ っ た」 と し て 国 土 庁 長 官 賞
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を 受 賞 し た （ 宮 古 島 ト ラ イ ア ス ロ ン 実 行 委 員 会 　2015a）。 五 つ の 賞 は 住 民 や 地
域 の 団 結 心 を 讃 え て お り、 こ う し た 受 賞 は 地 域 住 民 の 一 体 感 を 増 加 さ せ る と 考 え
ら れ る。 し か し、 実 行 委 員 会 は 住 民 の 大 会 に 対 す る 評 価 を 調 査 し て お ら ず、 筆 者
に よ る 調 査 も 不 十 分 で あ る た め 明 確 な 答 え は 出 せ な い。
地 域 情 報 の 発 信 力
　 大 会 に は 海 外 か ら の 参 加 者 が い る こ と か ら、 大 会 の 認 知 度 は 世 界 規 模 で あ る こ
と が 分 か る。 ま た 大 会 が 受 賞 し た 賞 の 多 く が 宮 古 島 自 身 の 申 請 に よ る も の で あ
り、 宮 古 島 が 大 会、 宮 古 島 の 魅 力、 地 域 づ く り に つ い て 積 極 的 に ア ピ ー ル し て き
た こ と が 考 え ら れ る。
　 以 上 か ら 大 会 開 催 に よ る 社 会 的 効 果 も 認 め ら れ る。 こ れ ら 経 済 的 効 果 と 社 会 的
効 果 を 総 合 し、 全 日 本 ト ラ イ ア ス ロ ン 宮 古 島 大 会 は 地 域 の 活 性 化 に 貢 献 し て い る
と 結 論 す る。
第 4 節　大会の課題
　 第 2、3 節 で の 分 析 か ら、 大 会 の 地 域 活 性 化 効 果 は 高 い と 言 え る が、 改 善 点 の
な い 事 業 は あ り え な い。 最 後 に 大 会 の 課 題 に つ い て 考 え る。 一 つ 目 は、 選 手 枠 と
安 全 性、 移 動 手 段 の キ ャ パ シ テ ィ の 問 題 で あ る。 宮 古 島 へ の 移 動 手 段 は 飛 行 機 し
か な い。 実 行 委 員 は 参 加 人 数 を 増 や し た い が キ ャ パ シ テ ィ が 足 り な い。 ま た、 参
加 人 数 の 増 加 は 事 故 の 発 生 率 を 高 め る。 そ の た め 対 応 策 を 考 え る 必 要 が あ る。 二
つ 目 は 地 域 住 民 の 沿 道 で の 応 援 が 近 年 減 少 し て い る こ と で あ る。 実 行 委 員 に よ る
と、 宮 古 島 の 選 手 の 大 会 出 場 枠 が 減 っ た こ と で、 地 元 の 選 手 が 出 場 し な い な ら ば
応 援 し な い と い う 住 民 が 出 始 め た。 地 域 活 性 化 が 大 会 の 目 的 の 一 つ で あ る た め、
住 民 に 選 手 の 応 援 を し て も ら え る よ う に、 選 手 の 選 出 方 法 の 検 討 が 必 要 で あ る。
ま た、 住 民 が 納 得 で き る 大 会 運 営 が で き て い る か を 知 る た め に、 実 行 委 員 は、 関
連 団 体 だ け で は な く 地 域 住 民 の 意 見 を 吸 い 上 げ、 大 会 の 目 的 や 実 施 方 法 を 住 民 全
員 に 理 解 し て も ら う こ と が 重 要 で あ る。
おわりに
　 全 日 本 ト ラ イ ア ス ロ ン 宮 古 島 大 会 に よ り 宮 古 島 と い う 地 域 が 活 性 化 さ れ て い る
こ と が 明 ら か に な っ た。 こ の 大 会 か ら 「す る ス ポ ー ツ イ ベ ン ト」 に よ る 地 域 活 性
化、 大 会 成 功 の た め に 必 要 な 要 素 を 考 察 す る。
　 一 つ 目 が 差 別 化 で あ る。 宮 古 島 大 会 は 優 れ た 景 観、 平 坦 な 土 地 と い っ た 特 徴 を
活 か し て い る。 大 会 参 加 者 は 多 く の 大 会 か ら 吟 味 し て 参 加 を 決 め る た め、 地 域 の
特 色 を 活 か す こ と が 重 要 で あ る。 二 つ 目 が 形 式 を 地 域 住 民 参 加 型 に す る こ と で あ
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る。 こ こ で の 住 民 参 加 型 と は 競 技 に 参 加 す る の で は な く、 大 会 運 営 に 地 域 住 民 が
参 加 す る こ と を 指 す。 宮 古 島 大 会 の よ う に、 そ の 地 域 に つ い て 熟 知 し て い る 住 民
が 大 会 運 営 に 参 加 す る こ と で よ り 良 い 大 会 運 営 が 可 能 で あ り、 大 会 主 催 者 と の 地
域 活 性 化 に 対 す る 考 え の 相 違 を な く す こ と が 出 来 る。 一 部 の 大 会 運 営 者 に 任 せ き
り に す る の で は な く、 地 域 住 民 が 主 体 的 に 参 加 し、 自 分 た ち で 地 域 を 活 性 化 さ せ
る と い う 意 識 が 重 要 で あ る。 そ う す る こ と で 大 会 運 営 側 と 地 域 住 民 と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン も 図 る こ と が で き る。 ま た 住 民 が 加 わ る こ と で ボ ラ ン テ ィ ア の ノ ウ ハ
ウ な ど、 ス ポ ー ツ イ ベ ン ト に よ っ て 得 た こ と を 他 に 活 か す こ と が 出 来 る。
　 現 在 実 施 中 の も の を 含 め、 今 後 地 域 活 性 化 を 目 的 と し た ス ポ ー ツ イ ベ ン ト が 住
民 と と も に そ の 成 果 を 点 検 し さ ら な る 前 進 を 遂 げ る こ と を 願 っ て や ま な い。
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